
人間学部の挑戦とは、既存のカリキュラムを細部
まで点検した上で、社会のニーズにより合致した学
部に転換し、世界が求める「地域人材」を輩出す
る新・人間学部をめざすことです。そして、この目標
を達成するために欠かせないのが、学生一人ひと
りの「学び」であり、よりよき行動にあります。私は
責任を持って、あなたの将来ビジョンを確実にする
ために、この挑戦に取り組みます。

大正大学では、学生の日常の学びや経験・実践を積み重ねるこ
とによって、将来の道標を明解にしていく営みが「キャリアパス」
と考えています。このキャリアパスを実現していくために「セルフ
マネジメントシステム」を開発し、そのツールとして大正大学オリ
ジナルの「TSRセルフマネジメントシート」を作成しました。学生
の将来ビジョンや目標を達成していくために、今、何を学び、行
動していくべきか、PDCAサイクルを用いて日常の活動を自ら管
理していくツールです。あなたの自己実現のために万全なサポー
ト体制でキャリアパスを確実なものとしていきます。

大正大学学長  大塚伸夫

学長メッセージ

知識と体験を結びつけ、
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「環境」「福祉」「教育」をリードする人材を送り出すこと。
人間学部の挑戦がはじまります。

IUCNって、
なに？

人間環境学科
● 社会福祉学コース● 環境政策コース

● こども文化・ビジネスコース

人間学部は、誰もが「幸せに生きられる社会」の実現に貢献
する人材の育成をめざします。フィールドは「環境」「福祉」
「教育」。3つの学科のカリキュラムを刷新すると同時に、人
間学部のために特別に設計されたキャリア教育プログラムを
導入。知識と体験の融合を図ることで行動を促し、自己実現
を果たすラーニングプログラムを展開して、「環境」「福祉」
「教育」をリードできる人材を送り出します。

自然保護と地域づくりプログラム
海洋フィールドワークがはじまります

人間環境学科環境政策コースでは、IUCNとの連
携教育プログラム「海洋フィールドワーク（自然保護
と地域づくりプログラム）」をスタートします。ワーキン
グエリアは石垣島から三陸までの太平洋沿岸。「自
然遺産」や「絶滅危惧動物の保護」をテーマに、自
然保護や自然遺産観光、グリーンインフラによるま
ちづくりなどの政策提言に挑戦します。

大正大学にIUCNジャパンリエゾンオフィスが設置されたことを受け、国際的な自
然保護、生物多様性保全に関する実践的なプログラムを導入します。また、自然
保護機関でのインターンシップなどを拡充します。一方、こどもの「遊び」を文化・ビ
ジネスの視点で学ぶ新科目「レジャー・レクリエーション論」を設置します。

社会福祉士合格率70%をめざします。実践プログラムを大幅に拡大。

社会福祉士養成の歴史と実績のさらなる発展を図り、社会福
祉士国家試験合格率の10%アップをめざします。目標値を学
内外に明示し、これを確実に達成していくことを学科の社会的
なミッションにします。

徹底的に実践。新教育システム導入。

教育人間学科のテーマは、学んだ知識を行動に活かすこと。徹底的に
「実践」を課す新たな教育システムを導入します。プログラムを刷新し、応
用力に富み、秀でた実践力を備えた学校教員、学校職員、各種教育機関
スタッフの養成をこれまで以上に推し進めていきます。

社会福祉学科
● 教職コース
● 教育・学校経営マネジメントコース

教育人間学科
I UCN＝国際自然保護連合は
1948年設立。スイスのグランに本
部を置き、約200か国・地域の
10,000人に及ぶ科学者、専門家
が連携する世界最大の自然保護
機関です。「自然遺産」の現地調
査などはIUCNが行っています。

社会福祉士国家試験 合格率

2012年度 2013年度 2014年度 2016年度

34.0%
44.7%

57.1%

70.0%

社会は問題解決ができる人材を求めている。

人間が「幸せに生きられる社会」の
構築に貢献する人材を育成します。
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地域と世界の「環境」「こども」をつなぐ、
スペシャリストを養成します。

地域の新しい「福祉」を提案できる
「福祉人」を養成します。

「学校」と地域の融合を図る
実践に強い「教育人」を養成します。


